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１  

 地 方 議 会は 、 二 元代 表 制 の下 に 、 首長 そ の 他の 執 行 機関 と の 健全 な 緊

張関 係 を 保持 し な がら 、 立 法機 能 及 び監 視 機 能を 十 分 に発 揮 し て、 住 民

福祉 の 向 上は も と より 、 地 方自 治 の 本旨 の 実 現を 目 指 さな け れ ばな ら な

い。  

平成 12 年 ４月 施行 のい わゆ る地 方分 権一 括法 によ り 、地 方分 権社 会へ

の転 換 が 進め ら れ 、地 方 自 治体 は 、 自己 責 任 と主 体 性 をも っ て 、地 域 の

こと は 地 域で 決 め る自 己 決 定権 が 大 幅に 拡 大 した 。 ま た近 年 、 住民 ニ ー

ズに 対 す る行 政 課 題は 、 多 様で 複 雑 化し て き てい る 。 そこ で 、 行政 運 営

や事 務 の 執行 に 関 する 審 議 権、 議 決 権、 調 査 権等 を 担 う地 方 議 会に 求 め

られ る役 割と 責務 は、 一層 増大 する こと とな った 。  

その ため 、日田 市議 会（ 以下「 議会 」と いう。）とし ては 、公 正・公 平 ・

透明 な 議 会運 営 、 市民 参 加 の促 進 、 議員 相 互 の自 由 闊 達な 議 論 等の 強 化

に努 め 、 市政 に 対 する 監 視 や評 価 、 政策 立 案 又は 政 策 提言 等 を より 積 極

的に 行 う など 、 市 民の 信 頼 と負 託 に 応え ら れ るよ う 、 その 機 能 を最 大 限

に発 揮 し なけ れ ば なら な い 。さ ら に 、自 ら の 改革 と 議 会運 営 の 充実 強 化

に継 続 し て取 り 組 むこ と に より 、 常 に市 民 と とも に 歩 む議 会 と する 必 要

があ る。  

 よ っ て ここ に 、 議会 及 び 議員 が 果 たさ な け れば な ら ない 役 割 等の 基 本

的事 項 を 定め 、 そ の使 命 の 達成 に 向 けて 全 力 で取 り 組 むこ と を 決意 し 、

この 条例 を制 定す る。  

前前前前     文文文文     

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

 地 方議 会は 二元 代表 制の 一翼 を担 うも ので あり 、首 長と 議会 は共 に市 民

を代 表す るも ので す。 首長 が執 行機 関で ある のに 対し 、議 会は 議決 機関 と

いわ れ、 議案 等の 審議 や市 政が 適正 に執 行さ れて いる か監 視を 行っ てい ま

す。 議会 と首 長等 は、 対等 の立 場に おい て緊 張関 係を 保持 しつ つ、 互い を

尊重 し、 議論 し合 いな がら 市政 を適 正に 運営 し、 住民 福祉 の向 上を 目指 し

てい ます 。  

 平 成 12年に 、国 と地 方公 共団 体と が分 担す べき 役割 を明 確に し、 地方 公

共団 体の 自主 性及 び自 立性 を高 め、 個性 豊か で活 力に 満ち た地 域社 会の 実

現を 図る こと を目 的に 地方 分権 一括 法が 施行 され まし た。 これ によ り、 多

くの 権限 が市 に委 譲さ れ、 自己 決定 権が 大幅 に拡 大し まし た。 また 、近 年  

の行 政課 題の 多様 化、 複雑 化も あい まっ て、 議会 の担 うべ き役 割と 責任 は

一層 増大 する こと とな りま した 。  



 

２  

 そ のた め、 議会 は、 公正 ・公 平・ 透明 な議 会運 営を 行い 、市 政及 び議 会

への 市民 の積 極的 な参 加を 促す とと もに 、政 策形 成機 能の 向上 を図 り、 議

員相 互の 自由 な討 議を 基本 に施 策を 決定 し、 市政 に対 し政 策立 案又 は政 策

提言 を行 って いく など 、市 民の 信頼 と負 託に 応え られ るよ う努 めな けれ ば

なり ませ ん。  

 さ らに 、議 会改 革及 び活 性化 に継 続し て取 り組 むこ とに より 、常 に市 民

の意 思を 市政 に反 映し てい く代 表機 関と して 、市 民と とも に歩 む議 会と す

る必 要が あり ます 。  

よっ て、 議会 の役 割と 責任 等基 本的 事項 を定 め、 その 使命 達成 に向 けて

全力 で取 り組 むこ とを 決意 し、全 会 一 致の 下、本 条例 を 制 定す るも ので す。  

 

【用 語】  

※「 二元 代表 制」 とは 、地 方自 治体 にお いて 、首 長と 議員 のそ れぞ れを 地

域住 民が 共に 直接 選挙 で選 ぶ制 度の こと 。  

※「執 行機 関」とは 、地方 自治 法 で地 方 公共 団体 に置 くこ とと され てい る、

自ら の判 断と 責任 にお いて 市政 を執 行す る機 関の こと であ り、 市長 、教

育委 員会、選 挙管 理 委員 会、監 査 委員、農業 委員 会な どが これ に当 たる 。  

※「 地方 自治 の本 旨」 とは 、憲 法第 92条に 規定 され る地 方自 治の 本来 の在

り方 のこ とで あり 、住 民自 治と 団体 自治 の２ つの 要素 から なる 。住 民自

治と は、 住民 の意 思と 責任 に基 づい て行 政を 行う とい う原 則の こと であ

り、 団体 自治 とは 、地 方自 治体 が自 らの 権限 と責 任に おい て、 地域 の行

政を 処理 する とい う原 則の こと 。  



 

３  

（目 的）  

第１ 条  この 条 例 は、 地 方 自治 の 本 旨に 基 づ き、 議 会 が担 う べ き使 命 を

果 た す た め に 必 要 な 基 本 的 事 項 を 定 め 、 議 会 及 び 議 員 の 責 務 を 明 確 化

す る こ と に よ り 、 市 民 の 負 託 に 的 確 に 応 え 、 市 民 福 祉 の 向 上 と 市 政 の

発展 に寄 与す るこ とを 目的 とす る。  

（基 本理 念）  

第２ 条  議会 は 、 二元 代 表 制の 下 、 市政 の 最 高意 思 決 定機 関 と して 、 そ

の自 覚 と 責任 を 持 ち、 住 民 自治 及 び 団体 自 治 の進 展 を 図り 、 真 の地 方

自治 の実 現に 全力 で取 り組 むも のと する 。  

第第第第 １１１１ 章章章章     総 則総 則総 則総 則     

    

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】     

この 条例 は、 地方 の行 政は 住民 自ら の意 思と 責任 で地 方公 共団 体に おい

て処 理す ると いう 地方 自治 の本 旨に 基づ き、 議会 と議 員の 活動 原則 や議 会

運営 に関 する 基本 的事 項を 定め 、そ れに 従っ て議 会が 活動 し、 その 役割 や

責務 を果 たす こと によ り、 市民 福祉 の向 上と 市政 の発 展を 目指 すこ とを 目

的と して いま す。  

 

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】     

 地 方自 治体 にお いて 、市 長は 執行 機関 の長 であ り、 議会 は市 政の 最終 的

な意 思決 定を 行う 機関 です 。そ のた め、 議会 の構 成員 であ る議 員そ れぞ れ

が、 その 自覚 と責 任を 持っ て行 動し 、地 方自 治の 本旨 であ る住 民自 治と 団

体自 治の 確立 に向 けて 全力 で取 り組 むと いう、議会 と し ての 基本 的な 姿勢、

考え 方を 示し てい ます 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４  

（議 会の 活動 原則 ）  

第３ 条  議会 は 、 前条 に 規 定す る 基 本理 念 に 従い 、 次 の各 号 に 掲げ る 原

則に 基づ き活 動を 行う もの とす る。  

 (1)公正 性、透明 性及 び信 頼性 を確 保し、市民 に開 かれ た議 会を 目指 す

こと 。  

 (2)市民 に対 し、 議会 活動 の情 報公 開及 び情 報発 信に 努め るこ と。  

 (3)市民 の意 思を 市政 及び 議会 活動 に反 映さ せる よう 努め るこ と。  

 (4)市 長 そ の他 の 執行 機 関 （以 下 「 市長 等 」 とい う 。） の市 政 運 営を 監

視す るこ と。  

(5)市 政に 関す る政 策立 案又 は政 策提 言等 に積 極的 に取 り組 むこ と。 � �  

第第第第 ２２２２ 章章章章     議 会議 会議 会議 会 及及及及 びびびび 議 員議 員議 員議 員 のののの 活 動活 動活 動活 動 原 則原 則原 則原 則     

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】     

 議 会の 活動 につ いて 、５ つの 基本 原則 を明 確に 定め てい ます 。  

 (1)議会 は、常に 公正、透明 、信 頼の おけ る議 会運 営を 心掛 け、市 民に 親

しみ を持 たれ る、 分か りや すい 議会 運営 に努 めま す。  

 (2)議会 は 、市 民 への 説明 責任 を果 たす ため 、議会 活動 の状 況等 を多 様な

媒体 を活 用す るこ とに より 、市 民に 積 極的 に公 開、発信 し てい きま す。 

 (3)議会 は 、あ ら ゆる 機会 を通 じて 、市民 の多 様な 意見 を把 握す るこ とに

努め 、市 政や 議会 活動 に反 映し てい きま す。  

 (4)議会 は、 市長 等が 市政 を適 切に 運営 して いる かを 常に 監視 しま す。  

 (5)議会 は 、よ り よい 市政 が行 われ るよ う 、市 長等 に対 して 政策 立案 や政

策提 言を 積極 的に 行い ます 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５  

（議 員の 活動 原則 ）  

第４ 条  議員 は 、 市民 の 代 表者 と し て、 次 の 各号 に 掲 げる 原 則 に基 づ き

活動 を行 うも のと する 。  

 (1)議 会 が 言 論 の 府 で あ る こ と 及 び 合 議 制 の 機 関 で あ る こ と を 十 分 認

識し 、議 員相 互の 自由 な討 議を 尊重 する こと 。  

 (2)市政 に関 する 市民 の意 見を 的確 に把 握す るよ う努 める こと 。  

 (3)議会 の構 成員 とし て、 市民 福祉 の向 上を 目指 し活 動す るこ と。  

 (4)自己 の議 会活 動に つい て、 市民 に対 する 説明 責任 を果 たす こと 。  

  (5)自己 の資 質を 高め て 、市 民の 代表 者と して ふさ わし い活 動を する こ

と。  

（会 派）  

第５ 条  議員 は、 議会 活動 を行 うた め、 会派 を結 成す るこ とが でき る。  

２  会 派 は、 議 員 の活 動 を 支援 す る とと も に 、政 策 立 案又 は 政 策提 言 等

のた め に 調査 研 究 を行 い 、 必要 に 応 じて 会 派 間の 調 整 に努 め る もの と

する 。  

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】     

 市 民の 代表 者で ある 議員 につ いて 、市 民全 体の 利益 につ なが る活 動を 行

うよ う４ つの 基本 原則 を明 確に 定め てい ます 。  

 (1)議会 は言 論の 場で あり 、十分 な議 論を 経て 、最終 的な 結論 を出 して い

くこ とが 基本 原則 です 。そ のた め、議 員は 、常 に議 員相 互 の自 由な 討

議を 尽く した 上で 、意 思決 定を 行っ てい くよ う努 めま す。  

 (2)議員 は市 民の 代表 者で ある こと を認 識し、市政 全 般 に関 して 市民 の多

様な 意見 を的 確に 把握 する よう 努め ます 。  

 (3)議員 は 、こ の 条例 の目 的で ある 市民 福祉 の向 上を 常に 考え 、自己 の議

員活 動を 行っ てい きま す。  

 (4)議員 は、様々 な機 会を 通じ 、自 己 の議 会活 動を 市民 に報 告、説明 して

いき ます 。  

 (5)議員 は 、研 修 や調 査研 究を 行う など 常に 自己 研鑽 に励 み 、活 動し てい

きま す。  

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】     

１  会派 は、政 策 立 案や 政策 提言 及び 議案 等の 意思 決定 を行 って いく 上で、

有効 な機 能を 果た しま す。 その ため 、本 市議 会で は、 ２人 以上 の議 員に



 

６  

（危 機管 理対 応）  

第６ 条  議会 は 、 大規 模 災 害等 の 緊 急の 事 態 から 市 民 の生 命 及 び財 産 等

を守 る た め、 総 合 的か つ 機 能的 な 活 動が 図 ら れる よ う 、市 長 等 と連 携

の下 、 的 確に 対 応 する た め の体 制 を 整備 し 、 市民 生 活 の安 全 確 保に 努

めな けれ ばな らな い。  

より 会派 の結 成が でき るよ う取 決め を行 って いま す。  

２  合議 体で ある 議会 にお いて 、自 己の 政策 等を 実現 して いく ため には 、

多く の議 員の 賛同 が必 要と なり ます 。こ のた め、 会派 では 、政 策目 標が

一致 する よう 、必 要に 応じ て会 派間 での 協議 を行 い、 政策 等の 実現 に努

め、 ひい ては 円滑 な議 会運 営を 図る もの です 。  

 

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

 近 年、 東日 本大 震災 を始 めと して 、全 国各 地で 未曾 有の 大災 害が 発生 し

てい ます 。本市 にお いて も 、平成 24 年 ７月 の豪 雨災 害に より 甚大 な被 害を

受け たと ころ であ り、 議会 とし ても 、こ のよ うな 大規 模災 害等 に備 え、 市

民生 活の 安全 を確 保す るた めの 体制 整備 が必 要と なる とこ ろで す。  

 そ のた め、 議会 では 、大 規模 災害 等緊 急の 事態 が発 生し た場 合、 市長 等

と連 携の 下、 迅速 かつ 的確 に対 応す るた めの 体制 を整 備し ます 。  

※詳 細は 運用 基準 に規 定  

 



 

７  

（市 民参 加及 び市 民へ の情 報提 供）  

第７ 条  議会 は、市 民参 加を 促す ため、議会 活動 に関 する 情報 につ いて、

日田 市情 報公 開条 例（ 平成 12 年 条例 第３ 号） との 整合 性を 図り つつ 、

市民 に 積 極的 に 公 開し て 透 明性 を 高 め、 市 民 に対 す る 説明 責 任 を十 分

に果 たす もの とす る。  

２  議会 は、 本会 議の ほか 全て の会 議を 原則 とし て公 開す る。  

３  議 会 は、 議 案 に対 す る 議員 の 賛 否及 び 議 決内 容 に つい て 、 定期 的 に

公開 する もの とす る。  

４  議 会 は、 請 願 及び 陳 情 の審 議 及 び調 査 に 当た っ て は、 原 則 とし て 、

当 該 請 願 及 び 陳 情 の 提 出 者 が 意 見 を 述 べ る 機 会 を 保 障 す る も の と す

る。  

５  議 会 は、 市 民 の意 見 及 び知 見 を 審議 及 び 審査 に 反 映さ せ る ため 、 公

聴会 及び 参考 人制 度の 活用 に努 める もの とす る。  

６  議 会 は、 議 会 活動 に 関 して 多 様 な媒 体 を 用い て 市 民に 分 か りや す く

情報 提供 を行 うも のと する 。  

７  議 会 は、 議 会 活動 に つ いて 市 民 に対 し 報 告等 を 行 う場 を 設 け、 積 極

的な 情 報 提供 に 努 め、 市 民 の意 見 を 把握 し 、 議会 活 動 に反 映 さ せる も

のと する 。  

第第第第 ３３３３ 章章章章     市 民市 民市 民市 民 とととと 議会議会議会議会 のののの 関 係関 係関 係関 係     

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

１  議会 は、 議会 運営 の状 況や 議論 の経 過、 結果 など の情 報を 、積 極的 に

市民 に提 供し 、共 有す るこ とで 、市 民参 加を 促し 、市 民に 対す る説 明責

任を 果た しま す。  

※詳 細は 運用 基準 に規 定  

２  議会 は、 本会 議を 始め 、常 任委 員会 、特 別委 員会 、全 員協 議会 、会 派

代表 者会 等に つい て、 これ まで 議長 及び 委員 長の 許可 を得 て傍 聴す るこ

とが 可能 でし たが 、今 後は 原則 公開 とし ます 。  

３  議会 は、 本会 議に おけ る各 議員 の議 案に 対す る賛 否の 状況 と議 決及 び

討論 等の 審議 内容 につ いて は、 市議 会だ より で定 期的 に公 表し ます 。  

４  議会 は、 請願 及び 陳情 を市 民か らの 政策 に対 する 貴重 な提 案と して 受

け止 め、 提出 者が 直接 説明 を行 うこ とが でき る機 会を 、原 則と して 保障

しま す。 ※詳 細は 運用 基準 に規 定  

５  議会 は、 議案 等の 審議 及び 審査 にお いて 、必 要に 応じ て公 聴会 や参 考



 

８  

人制 度を 活用 し、 広く 市民 の意 見を 聞き 、議 論を 深め る議 会運 営に 努め

ます 。  

６  議会 は、 議会 報や ホー ムペ ージ 、ケ ーブ ルテ レビ 等を 活用 し、 議会 活

動に 関す る情 報を 市民 に積 極的 に提 供し てい きま す。  

７  議会 は、 議案 等の 審議 の経 過及 び結 果に つい て、 議員 が直 接地 域に 出

向き 、市 民に 対し 報告 や意 見交 換を 行う 議会 報告 会を 開催 しま す。  

※詳 細は 運用 基準 に規 定  

 

【用 語】  

※「 請願 」と は、 地域 の身 近な 問題 や市 政に 関す るこ と等 につ いて 、市 民

が議 会に 要望 を行 える 制度 のこ とを いう 。請 願は 、憲 法に より 定め られ

た国 民の 権利 であ り、 地方 自治 法の 規定 によ り、 提出 に当 たっ ては 議員

の紹 介が 必要 とな る。  

※「 陳情 」と は、 請願 と同 様に 市民 が議 会に 要望 を行 える 制度 であ るが 、

法律 上の 根拠 がな く、 議員 の紹 介は 必要 とし ない 。  

※「 公聴 会」 とは 、議 案の 審議 等を 行う 場合 の参 考と する ため 、広 く利 害

関係 者又 は学 識経 験者 等の 意見 を聴 くこ とが でき る制 度の こと をい う。

また、「参 考人 」と は、議 会 の本 会議 又 は委 員会 が調 査又 は審 議等 のた め

必要 があ ると 認め ると きに 出席 を求 め、 これ に出 席し て意 見を 述べ る者

のこ とを いう 。  



 

９  

（市 長等 との 関係 の基 本原 則）  

第８ 条  議会 は 、 市長 等 と 常に 緊 張 ある 関 係 を構 築 し 、事 務 執 行の 監 視

及び 評 価 を行 う と とも に 、 政策 立 案 又は 政 策 提言 等 を 通じ て 、 市政 の

発展 に努 めな けれ ばな らな い。  

２  本 会 議に お け る質 疑 及 び質 問 は 、論 点 を 明確 化 す るた め 、 一問 一 答

方式 によ り行 うこ とが でき る。  

３  議 長 から 本 会 議及 び 委 員会 へ の 出席 を 要 請さ れ た 市長 等 は 、本 会 議

又は 委員 会に おい て、論 点及 び争 点を 明確 にし、議論 を深 める 目的 で、

議長 又は 委員 長の 許可 を得 て、 反問 する こと がで きる 。  

（政 策等 の説 明）  

第９ 条  議会 は 、 市長 か ら 市民 生 活 に重 大 な 影響 を 与 える 政 策 、計 画 、

施策、事業 等を 含む 議案 が提 案さ れた とき は、論 点を 明確 にす るた め、

必要 に応 じて その 政策 形成 過程 の説 明を 求め るも のと する 。  

第第第第 ４４４４ 章章章章     市 長 等市 長 等市 長 等市 長 等 とととと 議 会議 会議 会議 会 のののの 関 係関 係関 係関 係     

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

１  議会 は、 市長 等が 市政 執行 を適 切に 行っ てい るか を監 視す る機 関で あ

り、 常に 市長 等と 緊張 ある 関係 を保 持し なが ら、 その 成果 等に つい て評

価を 行っ てい ます 。ま た、 政策 立案 や政 策提 言等 を積 極的 に行 うこ とに

より 、市 政の 発展 に寄 与し よう とす るも ので す。  

２  本会 議に おけ る一 般質 問は 、論 点を 明確 にす るた め、 一括 質問 、一 括

答弁 の後 、再 質問 から は議 席で 一問 一答 方式 で行 いま す。 また 、議 案質

疑に つい ても 、議 席か ら１ 項目 ずつ 一問 一答 方式 によ り行 いま す。  ※

詳細 は運 用基 準に 規定  

３  現在 の議 会で は、 市長 等か ら議 員へ 質問 を行 う規 定が ない ため 、議 論

が不 明確 にな るこ とが 考え られ ます 。そ のた め、 議会 と市 長等 が論 点や

争点 を明 確に し、 互い が活 発に 議論 でき るよ う市 長等 の反 問を 許可 でき

るよ うに しま す。 なお 、反 問の 範囲 は、 議員 の質 問や 質疑 に対 する 趣旨

確認 のみ にと どま らず 、議 員の 考え 方や 対案 の提 示を 求め るこ とも でき

るも ので す。  

 ※ 詳細 は運 用基 準に 規定  

 

    



 

１０  

（予 算及 び決 算に おけ る説 明）  

第 10 条  議会 は 、予算 及び 決算 の審 議に 当た って は、市 長に 対し 、施 策

又は 事 業 ごと に 分 かり や す い説 明 を 求め る も のと す る 。こ の 場 合に お

いて 、必 要に 応じ て関 連資 料の 提示 を求 める こと がで きる 。  

（議 会の 議決 事件 ）  

第 11 条  議会 は、市政 に関 する 重要 な計 画、事 業に 関す る基 本的 な計 画

等に つい て、地方 自 治法（昭和 22 年 法 律第 67 号 ）第 96 条 第２ 項の規

定に よる 議会 の議 決す べき 事件 とし て別 に条 例で 定め る。  

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

 議 会は 、市 長等 が提 案し た政 策等 を審 議す る場 合、 論点 や争 点を 明確 に

し、 深く 掘り 下げ て議 論が でき るよ う、 政策 等を 提案 する 背景 や経 緯、 財

源措 置、 将来 負担 等に つい て、 市長 等に 情報 提供 を含 め、 適切 な説 明や 資

料の 提出 を求 める もの です 。  

 

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

 本 市議 会で は、 予算 は常 任委 員会 に、 決算 は特 別委 員会 に付 託し 、審 査

を行 って いま すが 、審 議及 び審 査を 行う に当 たっ ては 、市 長に 対し 分か り

やす い説 明と 関連 資料 の提 示を 求め るこ とが でき るも ので す。  

 

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

 議 会は 意思 決定 機関 とし て市 長等 が提 案す る案 件に 対し 、可 否を 表明 す

る議 決権 を有 して いま す 。地 方自 治法 第 96 条第 １項 には 、必 ず 議会 で決 定

しな けれ ばな らな い議 決事 項と して 15 項目が 挙 げら れて いま す 。ま た、第

96 条第 ２項 には 、それ ら以 外の 重要 な事 項は 別に 条例 で追 加で きる こと と

なっ てい ます 。  

その ため 、本 市で は 、「日 田市 議会 の議 決す べき 事件 を定 める 条例 」を 定

め、議 決事 項と して 、(1)日 田市 立小 学 校の 統合 に関 する こと  (2)日田 市立

中学 校の 統合 に関 する こと  を追 加し てい ます 。今後 も 、議会 の意 思を 反映

させ るべ き事 件が 生じ た場 合は、新 た に議 決事 件に 追加 して いく もの です。 



 

１１  

（議 員相 互間 の討 議）  

第 12 条  議会 は、合議 制の 機関 であ るこ とを 踏ま え、議 員相 互の 自由 な

討議 を通 じて 合意 形成 を図 るよ う努 める もの とす る。  

２  議 長 及び 委 員 長は 、 議 員相 互 の 自由 な 討 議が 積 極 的に 行 わ れる よ う

に本 会議 のほ か全 ての 会議 を運 営し なけ れば なら ない 。  

（政 策形 成機 能の 充実 ）  

第 13 条  議会 は、議員 間討 議を 尽く し、意 見集 約が なさ れた 内容 につ い

て、 政策 立案 又は 政策 提言 等政 策形 成に 努め るも のと する 。  

２  議 会 の政 策 形 成機 能 を 充実 さ せ るた め 、 別に 定 め ると こ ろ によ り 、

議会 に政 策研 究に 関す る機 関を 置く こと がで きる 。  

３  議 会 は、 政 策 研究 に 関 する 機 関 の充 実 強 化を 積 極 的に 図 る もの と す

る。  
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【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

１  議会 は、 議題 にな った 案件 につ いて 議論 を行 い、 最終 的に 議会 の意 思

とし て賛 否を 決定 して いく 合議 制の 機関 です 。そ のた め、 賛否 が大 きく

分か れる よう な議 案等 につ いて は、 議員 間で の議 論を 十分 に行 い、 合意

形成 を図 って いき ます 。  

２  本会 議や 委員 会、 全員 協議 会等 にお いて 、議 員間 で自 由な 議論 が行 わ

れる よう 、議 長及 び委 員長 は円 滑な 議会 運営 に努 めな けれ ばな らな いも

ので す。  

 

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

１  議会 は、 政策 に関 して 議員 相互 の自 由な 討議 を行 った 上で 意見 集約 を

図り 、政 策の 立案 や提 言を 行っ てい きま す。  

２  前項 の政 策形 成機 能を 充実 させ るた め、 議会 内に 政策 研究 会を 設置 し

ます 。  

 ※ 詳細 は運 用基 準に 規定  

３  議会 は、 政策 研究 会の 活動 が活 発に 行わ れる よう 努め ます 。  

 

 



 

１２  

（議 会意 見の 尊重 ）  

第 14 条  市長 等は 、予算 及び 政策 の策 定過 程に おい て、議 会で 集約 され

た意 見を 最大 限尊 重す るも のと する 。  

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

 政 策研 究会 等で 集約 され た議 会か らの 政策 立案 及び 政策 提言 につ いて 、

市長 等は 予算 及び 政策 の策 定過 程で 最大 限尊 重し なけ れば なら ない こと を

定め てい ます 。  

 



 

１３  

（委 員会 運営 の原 則）  

第 15条  常任 委 員 会、 議 会 運営 委 員 会及 び 特 別委 員 会 （以 下 「 委員 会 」

とい う。）は 、専 門 性を 生か して 公平 な運 営を 行い 、議 案 等の 審査 に当

たっ て は 、市 民 に 対し て 積 極的 に 情 報を 公 開 し、 分 か りや す い 議論 を

行う よう 努め るも のと する 。  

２  前項 に定 める もの のほ か、 委員 会に 関し ては 、別 に条 例で 定め る。  

第第第第 ６６６６ 章章章章     委 員 会 運営委 員 会 運営委 員 会 運営委 員 会 運営     

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

１  委員 会の 活動 は、 専門 性を 生か して 公平 に運 営さ れな けれ ばな らず 、

閉会 中に おい ても 必要 に応 じて 開催 し、 行政 課題 に柔 軟に 対応 して いき

ます 。ま た、 議案 等の 審査 にお いて は、 透明 性を 確保 し、 市民 への 説明

責任 を果 たす とと もに 、分 かり やす い議 論を 行っ てい きま す。  

２  委員 会に つい ては、「日 田市 議会 委員 会条 例（ 昭和 33年条 例第 ２号 ）」

で別 に定 めま す。  

 

【用 語】  

※「 常任 委員 会」 とは 、一 定の 部門 の事 務に 関す る調 査及 び議 案、 陳情 等

の審 査を 行わ せる ため 、条 例で 定め 、常 設す る委 員会 のこ とを いう 。本

市議 会で は、 総務 委員 会、 教育 福祉 委員 会、 経済 環境 委員 会、 建設 委員

会の ４つ の委 員会 を設 置し てい る。  

※「 議会 運営 委員 会」 とは 、円 滑な 議会 の運 営を 期す ため 、議 会運 営全 般

につ いて 協議 し、 意見 調整 を図 る場 とし て設 置さ れた 委員 会の こと をい

う。  

※「 特別 委員 会」 とは 、特 定事 件を 審査 する ため に設 置さ れた 委員 会の こ

とを いう 。本 市議 会で は、 水資 源対 策特 別委 員会 、土 地開 発公 社対 策特

別委 員会 、議 会改 革特 別委 員会 の３ つの 委員 会を 設置 して いる 。  

 



 

１４  

（政 務活 動費 ）  

第 16 条  政務 活動 費は、議員 によ る政 策研 究等 に資 する ため、議員 個人

に対 して 交付 する もの とす る。  

２  議 員 は、 政 務 活動 費 を 有効 に 活 用し 、 積 極的 に 市 政に 関 す る調 査 研

究を 行わ なけ れば なら ない 。  

３  議 員 は、 公 正 性、 透 明 性等 の 観 点か ら 、 政務 活 動 費に 係 る 収支 報 告

を市 議会 ホー ムペ ージ 等で 公開 しな けれ ばな らな い。  

４  前 ３ 項に 定 め るも の の ほか 、 政 務活 動 費 に関 し て は、 別 に 条例 で 定

める 。  

第第第第 ７７７７ 章章章章     政 務 活 動費政 務 活 動費政 務 活 動費政 務 活 動費     

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

１  政務 活動 費は 、二 元代 表制 の下 、議 員が その 責務 を十 分に 果た せる よ

う、 政策 研究 等の 経費 に充 てる ため 、本 市議 会に おい ては 、議 員個 人に

対し 交付 して いま す。  

２  議員 は、 政務 活動 費を 別に 定め る使 途基 準に 従い 、有 効に 活用 しな け

れば なら ない もの です 。  

３  議員 は、 自己 の政 務活 動費 の収 支報 告を 、市 議会 ホー ムペ ージ で公 開

しま す。  

４  政 務 活 動 費 に つ い て は 、「 日 田 市 議 会 政 務 活 動 費 の 交 付 に 関 す る 条 例

（平成 13 年条 例第 ２号）」「日 田市 議会 政務 活動 費の 交付 に関 する 条例 施

行規 則（平成 13 年 規則第 26 号）」及び「日田 市議 会政 務活 動費 別表（ 第

４条 第２ 項） 補足 資料 」で 別に 定め ます 。  



 

１５  

（政 治倫 理）  

第 17条  議員 は ､市 政が 市民 の負 託に よる もの であ るこ とを 認識 し 、そ の

負託 に応 える ため 、政 治倫 理の 向上 と確 立に 努め 、常 に良 心に 従い 、

誠実 かつ 公正 にそ の職 務を 行わ なけ れば なら ない 。  

２  前 項 に定 め る もの の ほ か、 議 員 の政 治 倫 理に 関 し ては 、 別 に条 例 で

定め る。  

（議 員定 数）  

第 18 条  議員 の定 数は 、効率 的か つ能 率的 な議 会運 営の 視点 から だけ で

なく 、 市 民の 代 表 であ る 議 会が 、 市 民の 意 思 を市 政 へ 十分 に 反 映さ せ

るこ とが 可能 とな るよ うに 定め られ なけ れば なら ない 。  

２  議 会 は、 定 数 の改 定 に 当た っ て は、 市 民 の意 見 の 聴取 及 び その 適 切

な反 映に 努め なけ れば なら ない 。  

３  前２ 項に 定め るも のの ほか 、議 員の 定数 は、 別に 条例 で定 める 。  

第第第第 ８８８８ 章章章章     議 員議 員議 員議 員 のののの 政治 倫 理政治 倫 理政治 倫 理政治 倫 理 、、、、 身 分 及身 分 及身 分 及身 分 及 びびびび 待 遇待 遇待 遇待 遇     

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

１  議員 は議 会活 動以 外に も様 々な 議員 活動 を行 って いま すが 、そ の活 動

全般 につ いて 誠実 かつ 公正 を確 保し 、市 民が 議会 に対 し不 信を 抱く こと

のな いよ う行 動し なけ れば なり ませ ん。  

２  議員 の政 治倫 理に つい ては、「日 田市 議会 議員 政治 倫理 条例 （平 成 10

年条 例第 30号）」で 別に 定め ます 。  

 

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

１  議会 を構 成す る議 員の 定数 につ いて は、 平成 23年 の地 方自 治法 の一 部

改正 によ り、 人口 段階 別の 上限 数に 係る 制限 が廃 止さ れ、 地方 自治 体の

条例 で自 由に 定数 を定 める こと がで きる よう にな りま した。議員 定数 は、

行政 改革 の視 点及 び他 市と の比 較だ けで なく 、市 民の 意見 等が 市政 に十

分反 映で きる よう な議 会の 体制 が図 られ るよ う多 方面 から 検討 を行 い、

定め なけ れば なら ない もの です 。  

２  議員 定数 を改 定す るに 当た って は、 常に 市民 の意 見を 聴取 する よう 努

めな けれ ばな らな いも ので す。  

３  議員 定数 につ いて は、「 日田 市議 会議 員定 数条 例（ 平成 14年 条例 第 25



 

１６  

（議 員報 酬）  

第 19 条  議員 報酬 は、経済 情勢 、本 市 の財 政状 況、類似 す る他 市の 議員

報酬 等 を 勘案 し 、 議員 の 活 動状 況 を 反映 す る こと を 主 に定 め ら れな け

れば なら ない 。  

２  議会 は、 議員 提案 に係 る議 員報 酬の 改定 に当 たっ ては 、市 民の 意見

の聴 取及 びそ の適 切な 反映 に努 めな けれ ばな らな い。  

３  前２ 項に 定め るも のの ほか 、議 員報 酬は 、別 に条 例で 定め る。  

号）」 で別 に定 めま す。  

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

１  議員 報酬 につ いて は、 経済 情勢 や市 の財 政状 況等 を考 慮し て定 める こ

とは もち ろん のこ と、 市政 の監 視、 調査 、政 策形 成機 能等 議員 の活 動内

容は 多岐 にわ たる こと から 、議 員の 活動 状況 を反 映し 定め なけ れば なら

ない もの です 。  

２  議員 提案 によ って 議員 報酬 を改 定す る場 合、 常に 市民 の意 見を 聴取 す

るよ う努 めな けれ ばな らな いも ので す。  

３  議員 報酬 につ いて は、「 日田 市議 会議 員の 議員 報酬 並び に費 用弁 償及 び

期末 手当 に関 する 条例 （昭 和 31年条 例第 166号 ）」 で別 に定 めま す。  

 

 



 

１７  

（議 会改 革の 継続 的な 取組 ）  

第 20 条  議会 は、社会 環境、経済 情勢 等の 変化 によ り新 たに 生ず る市 政

の課 題 に 適切 か つ 迅速 に 対 応す る た め、 こ の 条例 の 理 念に 基 づ く議 会

改革 に継 続的 に取 り組 むも のと する 。  

（議 員研 修の 充実 ）  

第 21 条  議会 は 、議員 の政 策立 案又 は政 策提 言等 に係 る能 力の 向上 を図

るた め、 議員 研修 の充 実強 化に 努め るも のと する 。  

（議 会広 報の 充実 ）  

第 22 条  議会 は、多様 な広 報手 段を 活用 する こと によ り、多 くの 市民 が

議会 と市 政に 関心 を持 つよ う議 会広 報活 動に 努め るも のと する 。  

第第第第 ９９９９ 章章章章     議 会 及議 会 及議 会 及議 会 及 びびびび 議 会 事 務 局議 会 事 務 局議 会 事 務 局議 会 事 務 局 のののの 体 制整 備体 制整 備体 制整 備体 制整 備     

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

 本 市議 会で は、 これ まで 、行 政改 革研 究会 や議 会改 革検 討委 員会 、議 会

改革 特別 委員 会を 設置 し、 議員 定数 の削 減や 行政 視察 の見 直し 、各 種情 報

公開 と議 会報 告会 の開 催な ど、 市民 に開 かれ た議 会を 目指 し、 議会 の更 な

る活 性化 に努 めて きま した 。今 後も 、必 要に 応じ て委 員会 等を 設置 し、 継

続的 に議 会改 革に 取り 組む もの です 。  

 

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

 議 会は、議案 の 審 議は もち ろん のこ と、政 策立 案又 は 政 策提 言等 を行 い、

議会 とし ての 政策 形成 能力 の向 上を 図る ため 、議 員研 修に 積極 的に 取り 組

むも ので す。 議員 研修 は、 議会 の主 催に よる もの のほ か、 大分 県市 議会 議

長会 等が 開催 する 各種 研修 会へ も積 極的 に参 加を 行う もの です 。  

 

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

 議 会報 や市 議会 ホー ムペ ージ 、市 議会 会議 録、 ケー ブル テレ ビ等 を活 用

して 、議 会の 情報 を積 極的 に発 信し てい くこ とに より 、多 くの 市民 が議 会

と市 政に 高い 関心 を持 つよ う広 報活 動に 努め るも ので す。  



 

１８  

（議 会事 務局 の体 制強 化）  

第 23 条  議 会 は 、議 会 の 政策 立 案 又は 政 策 提言 等 を 補助 す る 組織 と し

て、 議会 事務 局の 体制 強化 に努 めな けれ ばな らな い。  

（議 会図 書室 ）  

第 24 条  議会 は 、議員 の調 査研 究に 資す るた めに 設置 する 議会 図書 室を

適正 に 管 理し 、 運 営す る と とも に 、 その 図 書 、資 料 等 の充 実 に 努め る

もの とす る。  

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

 議 会の 政策 形成 能力 の向 上や 議会 活動 を円 滑に 、か つ、 効率 的に 進め る

ため には 、そ の活 動を 補佐 する 議会 事務 局の 役割 も大 きく なっ てい ます 。

その ため 、議 会事 務局 も、 調査 や政 策法 務等 の機 能の 充実 を図 り、 体制 を

強化 する こと が必 要と なる もの です 。  

 

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

 議 会図 書室 は、地 方自 治法 第 100条第 19項 の規 定に 基づ き設 置す るも ので

あり 、議 員の 調査 研究 を支 援し 、政 策形 成能 力を 向上 させ るた め、 適正 な

管理 ・運 営を 行う とと もに 、よ り効 果的 な活 用を 図っ てい きま す。  

 な お 、議 会図 書室 には 、地方 自治 法第 100条 第 17項及 び第 18項 に規 定す る

刊行 物の ほか 、日 田市 及び 日田 市議 会刊 行物 、地 方自 治行 政に 関す る刊 行

物並 びに 一般 図書 等を 収集 保管 する もの です 。  

 



 

１９  

(最高 規範 性 ) 

第 25 条  この 条例 は、 議会 の最 高規 範で あり 、議 会に 関す る他 の条 例 、

規則 等 を 解釈 し 、 又は 制 定 し、 若 し くは 改 廃 する に 当 たっ て は 、こ の

条例 の 趣 旨を 尊 重 し、 こ の 条例 に 定 める 事 項 との 整 合 を図 ら な けれ ば

なら ない 。  

２  議 会 は、 議 員 にこ の 条 例の 理 念 を浸 透 さ せる た め 、こ の 条 例に 関 す

る研 修を 行わ なけ れば なら ない 。  

（見 直し 手続 ）  

第 26 条  議会 は、 この 条例 の目 的が 達成 され てい るか どう かを 検証 し 、

必要 に応 じて この 条例 の見 直し を行 うも のと する 。  

            附附附附     則則則則     

 こ の条 例は 、平 成  年  月  日か ら施 行す る。  

第第第第 １１１１ ００００ 章章章章     最 高 規範 性最 高 規範 性最 高 規範 性最 高 規範 性 とととと 見 直見 直見 直見 直 しししし 手 続手 続手 続手 続     

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

１  この 条例 は、 議会 にお ける 最も 基本 的な 事項 につ いて の取 決め を行 っ

たも ので あり 、議 会に 関す る条 例、 規則 等を 制定 、改 廃す る場 合は 、こ

の条 例の 趣旨 を損 うこ との ない よう 整合 を図 らな けれ ばな りま せん 。  

２  議会 は、 議員 に条 例の 理念 を浸 透さ せる ため 、一 般選 挙後 の早 い時 期

に本 条例 に関 する 研修 を実 施す るも ので す。  

 

 

【【【【 解 説解 説解 説解 説 】】】】  

 議 会は 、常 に社 会・ 経済 情勢 や市 民福 祉の 向上 、市 政の 発展 に影 響す る

要因 など 、様 々な 観点 から 議会 運営 の内 容に つい て評 価と 検証 を実 施し 、

必要 があ れば 適宜 改正 を行 うも ので す。  

 

 

 

 


